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　　　　『オックスフォード英語大辞典j（0㎜）で

　　　　　　『欽定英訳聖書』lAV，．1611）を読む

　　　　一〇weキought，ownの意昧・用法・歴史一
R・汕㎎血・A・血。i・・dV・正1i．Hf血・Bib16（m1〕wi舳ω功〃五刑g鮎D1肋皿岬

　　　　　　　　　　　一h　the　C舶e　ofow島o皿g此屯owπ一

苅部恒徳＾

1．ow畠，ought，ownの相互関連

　現代英語ではOWeは「借金などを負う」・O軸［は「…すべきである」、OWnは「所有する」

の意味が第1義であることはいうまでもない。これらの単語は1611年に刊行された丁欽定

英訳聖書』（The　Authoriz己d．V巴r昌ign，Kin目Jame呂VErsion　of　the　Bible）にも出現するが、上記現

代英語の茸味では正しく解釈が出来ない場合が起こる。その理由は過去400年の英語の歴史

的変遷で・これらの単語の意味・用法が違ってきた．からであ乱それでは、『欽定英訳聖書』（以

下AV）刊行当時の英語の意味・用法で正しく解釈するにはζうしたらよいのか。それには、

『オックスフォード英語大辞典」（1928年初版，以下0ED）という歴史的原理に則って編纂さ

れ・古英語（OE，750一ユユOO）・中英語（ME，1ユOO－1500）、初期近代英語（E且r1y　M二dE，

1500－1700）・後期近代英語（L且te　ModE・ユ7gO－1900）の各時代を経た英語の変遷を語形・

意味・用法を中心た引用例をもって赤付けた辞書を、最良・最高の道真として活用するのが

よい。1それでは0EDを利用して・owe・ought，ownの錯綜した関係をそれらの語の．「語源欄」、

ヰ蛆RI田旧，丁宙㎜巳mH［情報システム学科］

一1一



r
 

r~~~~~~ J ~:~~-.,_.~jF. LC~~R~I LC~;~~ ~ . ~:~~Jt:~l~~ ow* ~~~~~1~1~*~~~1Cv* < . 

[Comm. Teut,: OE. a~an, pres. ic ah, pa. Ic ahte = OFris. (~ga),~ch (h~ch), achte. OS, ~gan (e"h), 

e^hta, OHG. eig~n. ON. ~iga= ~ ~tta, Goth. algan, alh, aihta: one of the original Teutonic preterite-

present verbs (se~ CAN~ DARE, DOW. MAY) This vb, now survives only in Eng. a~d the 

Scandinavian langs, (Sw, aga, ega, Da. eie ro own, have). In En~~ it has undergone much change 

both of form and sense, The original preterilive in~exion of the present tense (~h., dht, ~hst, ~h, 

~~0n) began in late OE. and early ME. to be supplanted by th~ ordinary pres. tense form~ (e.~ 3rd 

sing., ~hd, awefo, owefo, aw~s, ow~s, pl. ~5ad, a5ep, 05ep, oweth, etc.): and in mod.En~~ the tense i~ 

entirely thus levelled, owe, owest, owes, -~th, owe. The OE, pa, tense ~hte, ME. ~hte~ 6hte, 

survives as ought, but before 1200 this began to be used (in the subJunctive) with an indefinite 

and hence present signification, in a special sense, ~nd thus gradually came to be in use a distinct 

v~rb from owe (for which see OUGHT v.): its function. as pa. tense of owe being supplied in I ~th 

c. by owed. The ori~ pa. pple. in all the Teut. Iangs, became an adJ- of which the mcd~;n~~ form is 

OWN a.: but as a pa. pple. OE. a5en was still used in 16-17th c. as owen, o;Jn~. A Iater pa. pple 

aucht, ought, conformed to the ori~ pa, tense, is found from the 14th c; see OUGHT v. 7 The 

current pa. pple. is owed: so that the whole verb has now the ordinary wesk conJugation owe, 

ow~d, ow~d. The change of signification frorn habere to deb~r~ can be best traced in the scheme 

of senses below: but the primitive sense 'have= possess is not yel extinct in the dialecLs, which use 

a we or o we = o wn, and have not entirely lost the connexion of owe and ovght. 

OUGHT, being now in Standard English practically a distinct word, has been fully treated in its 

alphabetipal place, and is not dealt with here: but, for the historical development, the two articles 

OWE, OUGHT, should be rea:d tcgether,] 

~ ~)~;?~l~1tc l~ ~** ~~ Fp.L･t: ~ t~ ~ a)j;~a)~J{~~~*i~1;~~~{:~il~ ~ 7rLC v>~ ~~~t*- ~~. C~;~~ . ~ 

~*** ~~if)v~ y~~~~;~~~)･ f*- ;~ ~~~oE I~ l)~)~~if,v7 ~~;~)j~;~~~:~~}flc~~ ~L. ~ 

~~, ･ ~{;~E~iJ~~J t*'･ t*=a)1~~~:~~~~1~ ~ ･ C~{:~E(~)A~i~.*~~~{t~;~f･ Iclr*t,_-~~. oE'f~~~~1~*b ME 

~l~l }c~~{:~E~~a))~~~.~~~i~ ~:O'~~C~~~~:a)~~1~]c))~~i~.~~~･･*.,･rf~tc~~~t ~. E**ly M.d**~ E~gush (AV 
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もそれに入る）でOWE，OW巳副，OW巴；，’一eth，巳tC、になったことが示される。

　次に・OEの過去形百h喧，ME砧te，δhteはMo肥ought’として生き残ったが、1200隼以前に

（仮定法で）現在の特殊な意味で用いられるようになり、次第にOW巳とは別の動詞になってゆ

き・15世紀にはその過去とし・ての機能は新たに弱変化（規則変化〕で作られた遇去形owed

に引き継がれた。

　手べてのゲルマン共通語でOWe動詞の過去分詞形が形容詞としても用いられたが、・英語で

も過去分詞形のOE吾；enが形容詞としても用いられ、「・一・の所有になる」の意味からModE

owoに亮達した。しかしAVでは動詞ownはまだ用いられていない。

　ラテン語を用いれぱh且b…re（・’h乱ve・po；冒es畠1）からd…b膏干e（三一〇由e，deb［’）へのoweの意味

琴化は語義欄の意味の推移を見れば明らかだが・現代の方言ではまだ！h且vE，po畠宮e；；’の原義

は消滅しておらず・owとが・own・の意味で岬いられ、oweとoughtの関係は完全に失われた

わけではない。しかし現代標準英語ではoughtは、ほぼ別語になったと判断され、別見出レこ

なっているので・　両者の歴史的展開については両項目を合わせて読むべきであるb以上が

0EDの内容である。

2－ow8の語形と意味およびAVの用例

　この語源欄ではOWeとそれに関連する様々な情報が所狭しと並べられ亡いるが、これから

の議論に必要な部分をそのつど取り出して整理しそいきたい。まず、この動詞OWeの活用（原

形二単数過去形一複数過去形一過去分詞形）を「語形欄」も参考にしてたどると次のように

なる。OE互g且・■百hト亘ht。・一互目己・，MEw・・1ht〔ht㎝1w・・、M．d趾w巳一。。g肚／。。、d

（過去形？干複区別なし）1・巾・由であ1・・Yに用いられている…1ま・・1・1・鵬達

であり、oughlはその過去形でOE互h屹の発達である。ユ5世紀にoughtが別の機能を持ち始め、

新過去形owedが生じた。また、この動詞の藷義はhとb亘re（三‘h罰ve，po昌；e冒；’）からd亘b…Te（・

1owe，debピ）へと変化した。

　語義発達について、’語源欄は一The巾ngとof冨i臼nific且tion　frgm加b百刷。d百bε、、。乱、b，b、、1

t咀・・di・th・呂・h・m・。f・巴・昌・菖b・bw；b・］h叩im1ti・・…舵一h且・・、岬・・彗宮’ilmt｝舳。tj皿。ti．th。

出且1ect呂。と述べているので、0EDのoweの「語義欄」を兄ると、ユ．Toh刮ve；to　po；；e畠宮1to　ow、、

n．Toh且veto　p且y．m．ToH目veit且昌且dutyoroblig訂tionの三つの意味に大別されることがわかる。
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語源欄が述べているように、語義Iを「原義」㍉he　p■mitiv巴；㎝呂己’’としてこの語の意味発達

を考えると、I．「（自分の物を）所有する」皿．「（他人の物、借り物を所有するので〕返さね

ばならない」皿、’「（返すのは）義務である」となるであろうと筆者は推測してい私

　AVではow巴の用例は少なく、一全部で8例のみである。oweの変化形のうちow日語形の例は、

①Romユ380we（三現行流布版、以下，現行）皿om且。mythm臼，bu〕o1o・e㎝・呂nolh・・

「互いに愛し合うことのほかは、だれに対しても借りがあってはなり・ません’（文語訳〕

汝らたがいに愛を負うの・ほか何をも人に負うな」！

の1例しかなく「負債を負う」、すな’わちd…b…reの意味である。このow已は2人称複数命令形

であ乱2人称単数現在のlhouを主語とするowE昌t（・現行）は、

②棚岨18：28P昌ymee・th訓tho・幽（・現行）．「借金を返せ∫（文語訳）負債を償え」

③工U姑165Howmuchowe；t（三現行）thouvntomylo冊「わたしの主人にいくら借り

があるか∫（文語訳）汝、我が主人より負うところ何ほどあるか」

④工汰εユ617Andhowmuchowe昌t（・現行）th㎝？「あなた．は、いくら借り．があるのか〃

（文語訳〕負う’と’ころ何ほどある’か」

⑤・P舳e刑oη11ユ9Idoono［冨且y1othEehowthou幽・（・現行）vnlom已，Eue皿thinE0wne

；elfebe畠ides「あなたがあなた自身を、わたしに負うていることは、よい・としましょうパ文・

語訳）汝、我に身を以って償うべき負目あれど、我これを言わず」

の4例あり、すべてd；b壱肥の意味である。

　3人称単数現在形のowethに移ると、全部で3例ある。

⑥L舳止U514135AndhEe1h趾ow』th（現行owneth）lhehou；已；h且11com阜「（文語訳）そ

の家の主来たり」
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⑦Aα∫2ユ1ユSo呂h刮111heIewe盲且tHler呂目1embmdethem宜nth且toweth（現行ownetb）1hls

girdl…、「エルサレムでユダヤ人はこの帯の持ち主を縛るであろう」

⑧肋此皿o皿118Ifh。巳h丑thwr㎝ged正h。巴，o．ow．th（・現行）th。。o．ghl，「彼があなたに何

か損害を与えたり、負債を負ったりしていたら」。

以上見てきたow。の現在形の8例では1一…b…爬1の意味の場合6例（①一⑤、⑧〕で、㌔且b…肥一

・の意味の場合2例（⑥、⑦）であり、’h・b…rざと‘d…b亘r・Iのどちらの意味にも用いられて

いることが分かる。もし現代英語のowe「負債を負う」の意味だけを知っている読者が1611

隼のAVを読むと上記の⑥と⑦の例を誤読するか意味不明とするだろうが、現行流布版で読

む読者にはその恐れがない。なぜなら現行流布版ではAVのoweが1h且b…r巳’の意味の時は

廃語であるので・ownに書き換えているからである。このように欽定英訳聖書は400年の歴

史の間に古い綴りは無論・用語までいくつか書き換えられてモダナイズされてい・るのである。

これが上記の⑥と⑦の例に‘oweth（現行ownelh）’と注記した理由である。0肋のζの語義’

の最終引用例は且i825ForbyV㏄．E．Angli日呂、v、，Mr．Brown　owe呂th訓f酊m．となっており、0ED

初版（1928）の（O項の分冊出版は1902－4年で、Jme呂Murr且yの編集になる）用例収集の

範囲内では・1825年以前　（刮1呂25の且は三ntEの略語で「以前」の意）　をもってow日のこの

意味が廃義になったことを示してい・る。

　標準英語において‘hab…re’が廃義になった理由については0EDは述べていないが、筆者

は，oweの‘h且b…祀’から‘d…b…re　Tへの意味変化が（h且W　po呂苧已昌盲宇どの同意語の存在はあ

るものの・それらの影響は直接的なものではなく）、OWe自身の内在的・直線的な意味変化に

よって・文字通り原義が転義に長期にわたって水平移動したためと考えるぺh目b…re・の意味．

のoweの欠を補うには代替語を何か1語もってきたのではなく、同義語のh刮ve，po；；巴；昌を当

てたのはむろん、本論第6節で引く0垣D，oWn，甘の語源欄の記述のように‘hab…陀’．の意味で

使われた動詞OWnはい・ったん廃語となるも、その動作主名詞OWneエ（；）から、いわば逆成

（B且oぱorm虹ion）．で復活したのかもしれない。

一5一



3．三種のought

　次には当然h且b…reとd…b…r巳の意味の』weの過去形のoughlに説明を進めるべきだが、前節

で扱ったoweの現在形の場合ほど簡単ではない。AV全体でougbtノ㎝ghte冒1語形が104例も

出てきて・oweの過去形のoughtばかりでないので問題が複雑である。まずテストケースとし

て『マタイ福音書』のought幸見てみると全部で6例ある。

①〃肌5＝23thybrothe．h宣th軸（・‘。nythinO’）且g目i。。〕h。。：「あなたの兄弟はあなたに

反感を抱いているノ（文語訳）兄弟に怨まるることある」

②！8124on已w且宮b。㎝臼ht。。tohimwhioh軸（現行ow己d）him正㎝lho。呈md一。1㎝t雪、「（王

に〕一万タラントを借金した家来が王の前に連れて来られた」

③18128且ndfound㎝eoffe11ow一呂em且nt昌，whioh蝕（現行owed）him且nhundrEdp㎝oe1

「この家来自分に百デナリオンの借金をしていた伸間に出会うと」

④・・：・…if1…1・；1・蝕（一‘1・・1・1…）岬ぺもし、だれかが何か言ったら」．

⑤23123iudg巴ment，meroie且ndf且ith＝th蹴軸y已toh目uedone，「正義、慈悲、誠実、これ

こそ行うべきことであった」

⑥・・1・・伽幽t…1・。・・t岬・・t．・岬・川・・1坤1・…1lrそれなら・和た

しの金を銀行に入れておくべきであった」

以上のわずか6例に三種のouOh1が用いられている。このよう．にAVにおいては本動詞の「負

債を負った」のought（②、③）は現行流布版では新過去形のow．dに置き換えられ、‘帥ythi∴目’

の意のo・ghl（①・④は肌・h品ioながらAV的な言菩として現行でも保持され・助動詞g「…

すべきである」のought（⑤、⑥）も使用されているのが確認される。

ここで・・全体における』…t／岬・〒tの出現数と・種の分椛克てみる・釦・缶岬・

‘ow巳d’の例は「旧約」にはなく、「新約」には上記『マタイ福音書」の2初と『ルカ福音書』
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・章・・節の・例しかない二勘動詞？例は□日約」に11例・r納に・・例もあるぺ1帥・・

の例は□日約」に29例あるが、「新約」には1o例と少ない。

4．「負債を負う」の』weの歴史

　前述したように『マタイ福音書」の場合、1節で挙げた①～⑤、⑧と2節で挙げた②、③

の用例がこれに半た孔まず現在形について．ow已、叱の語義欄の解説、B，nを見てみる。

II．To　h且ve　to　P且y．

Thi呂brangh　md　the冊則w巳re　expre呂呂Ed　in　OE．，日昌in　tl1E01h己r　Teutonio　lmg呂．，by　the．v．舵硯エ

p且．屹n舵舵日old阜ini∫o阯j朋（Go甘h．映泓∫k〃由，畝〃訓），mod．Eng，SHALL，SHOULD，The　fir呂t

tmce宮of　lhe　mod．u冨己且叩e且r　in　th巴Lindisf　G1o呂呂，which　rend巳r；L．d莇ε肥（where日1e　Ru；hw．，

1ike　the1訓er　Ag呂一Go盲p．u肥呂∫o〃舳〕1〕y　the　I〕hr冊巳あ且η’fδ5ej由η呵己一to　h帥巴to岬y’．E畑mp1巴昌

肛e　wm－ing　during　the　fol1owing　two　oenmTi巴；to；how－he呂t且ge昌by　which　thi昌w冊；hor［enEd　lo

th・li叩1・細・h止hilf。・・dド・工175i・f・ll・・島・？t・’i・t・1l・・｛。・・（・岬ア・且舳

h且v巴it訂；互duty∵to　be　undeT　gblig訓io刊（‘o　do；om創hi皿gI，in　l〕o山t刮kin筥tlle　p1百〔e　of　OE．肥口’朋、

（S・・且11dOUGHT叱2・5・）Th巳祀呂皿1t・・且・th且t舳g・目d・且11y・・刮・・dωh帥巴th亨1…｛・・’，

r巴t且ined　th目t　of　oblig且tion　with且we刮ker　for口e，md　beoame　m刮in］y且n　auxi1i且町of　the　futu肥

t己鵬whi1巳細岬舳5・“w己・，岬i・趾i・g渦ε削1it呂㎜i・菖・・彗・，h且呂i皿St且・d趾dE皿g．

lo畠t正h趾of加bε佗0T　h目nded　it　over　to　the〔og岬te　OWN，whiob；h肛e宮it　w肚h加M置珊d冨uch

R。㎜叱呂岬㎝ym畠且宮加欄丘

上記語義nの解説か亨・OEの最初から「負債を負う、義務を負う」6意味でぽ、ow島〇一ght・

よりも昌h且11，畠hou1dが用いられていたことがわかる。しかしoweも2世紀以上もの空白期間の

後・117干年までには「負債を負う」とそれから派生した「…　を義務とする」の両義で；h且n

にとって代わることになり、現在まで続いている。畠h且11が義務の意味を弱め未来の助動詞化

するのにつれてOWeがそれにとって代わったのである。しかし今でも過去形の冒hOuldは「…

すべきである」の義務の意味を残して助動詞化しているのは、oゆtと平行した現象で興味深

い。
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　上記解説に続くoweの現在形　（OEでは’この動詞はまだ「過去現在動詞」の活用をしてい

るので、以下の用例で」見過去形に見える．刮hlは2人称単数形である）の用例欄を早てみる。

以下の3例は先にAVの例として挙げたものと同じ個所である。・

2．且．、．．

［〔950L加苗∫f　Go榊Mat1－wii，28百e1d　p捌au且hHo；eld且n刊e［吻畑debe昌，Ru曲附帥d　A岬O．

呂㏄刮］t，坤蜆一彗c巳1t］．（上記2．②参照）

乃妃Luke　wi．5Huu　miFe1且ht　du　to言eld且mel11且ferde　minum？［吻畑debe宮domino　m巴o．A卵G

畠㏄且1t頂u　minu叫1日f』rd巳1。（上記芋一③参照）

∫b”7H・・f巳olo刮ht　d・to？［W呼debe冒，旬品G．；c。且1巾1．1（上記2．④参照）

最初の例は工加あf　Go榊の「マタイ」18章2畠節の；Eld庫［au刮ht　to；eld刮hnE（・p刮y　wh刮t　you

h刮vetop且y）は地曲w0f肋Go卵e止とんglo｛砒oηGo卯眺では；㏄且1t，肋齪㎝Go岬j∫では；ceh

．が、また十加挑fGo榊の「ルカ」16章5節Huumi㏄1纈htauto3e1dameh1且ferdemimm？←

How　much　do　you　h且ve　to　p且y’to　my　m且菖ter？）でも出t正o苫e1d且㎜eなのに対し、勾且G．では

宮o舶1tが、同書「ルカ」16章7節のHuu　feolo邑ht杣to？（＝How　mu〔h　do　you　owe　to（ygur

m冊ter？〕でも出tなのに対し、Ag且Gでは冒早e記1tとなってい乱これでOEでは「負債を負づ」

の動詞として（現在形でも過去形でも〕；h刮11動詞が一般的だったことがわかる。この意味の

呂h且11の最終例はo1425Ho㏄1帥M■、poe㎜∫奴ii，695Th巳1EE昌tE　ferthyng頂aty　me皿畠ha1．（0Eη

昌h且11，甘B・I．1一八）であ孕。

　つぎにoughtについて0Ep　ouφいの語義欄・．π．†2・纈・の解説と用例を見てみる。’

n一μ．舵而∫とof　OWE甘in　it彗巴xi彗ting舵n舵．

†2。乱H且d　to　pay，w且s　under　oblig訓ion［o　I〕宮y　or　r己nd明ow記、（Ci　dwe甘2．）0凸且or由止The

full　phr且s己助胎エo3e〃朋ne，’h宜d　to　p刮y’＝dε凸己凸刎，owEd，a叩e且r彗in　the　Lindi；f昌me　Go盲pe1冒：b山、

for　lhe　fo11owing　two　centurie呂md　a　h且工f，e畑mple冒酊e　w且nting正o昌how　the　p且呂呂ing　of　thi呂苛n＝o

出e呂imp1e且〃巳呂eE　OWE甘2一

乱［9950工舳fG岬M昌壬し羊・iii・24E・肥1・a・宜h帥；・ld刮…［㈱d・b帆捉・且拙叱1。・1由

Ag旦G呂㏄bld己，H畳o．彗co1d。］1舶芭。ヨ㎝do。鵬ft且呂．（上記3．②参照）
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J刷28Em已ofefnede苫num　hi呂；eδ己日hte　to；e1d㎝na［α加fん．且；in24］hmdr刮6；ci11ing刮．（上

記3．③参照）

乃j4Luke　vii．41An日hte　to；eld刮nn巴工吻／g由beb且t，Ag∫Go岬．；ceo旧e］p巳nning目；fjfhund．コ

（三The　on巴owed　five　hund＋巳d　pemeとなる）

ow己「負債を負う」の遇去形としてのoughlは・現代標準英語では廃語で方言には残っている。

この初出3例のoEのL加㎡挽川eG岬巴j∫（o950）行間注解では、原典のラテン語訳聖書

Vulg且t三のdeb巴b帥を且h蛇to；e1d刮㎜巴rlad　to　pHy’と意味どおりに訳している。しかしその後2

世結半用例がなく・次に出現するときには、1o；巴旧刮mneを略し纈ht、だけで一。w，d・の意味で用

いた。大体以上のような説明が0Ep　ou目h［，甘の過去形について語義欄（π、†2．且．）でなされ

ている。しかしこの用例のない2世紀半の間も「負債を負う」の意味の単語は必要だったは

ずだがどうしていたのかとの疑問が湧く。そこで上記の引用例を見てみよう。

　エ加仇fGo卯。「マタイ」ユ呂章24節のEme呂oδe且hteto；eld日㎜巴te且芭u呂㎝doc閉ft且畠．（・One

who　h罰d　to　p且ゾ巴n　thou；乱皿d　t百1㎝帖一）ヨでは且hte　to；eld且meなのに対し、他の英訳福音書の

児u曲wor肋Go卯εj占（c975）では雪hulφ、んg／o－5脳oηGo叩巴止（o1OOO）では呂oeolde，．打月伽月

G岬eム（c1ユ60）では；od1deとそれぞれshou1dの異形が用いられている。第3例の工加あf

Go∫岬「ルカ」7章41節のAn丑htelo言eld且㎜ep㎝ning且；fifhund、（・Theoneowedfivehundred

pence・）に対し・Ag丘Go叩・；㏄oldeとなっており畠hou1dが用いられている。先に現在形につい

て見たように・過去形についても「負債を負う」の意味で本動詞としての冨houldが用いられ

ていたことがわかる。・

亨、助動詞としてのought

まず6u目bt，甘の語源欄は、

「OE・伽M・・伽．榊蝋阜・且・・喧・削f細M・岬，岬mω．OW・岬．。、・・i呈。且。tlソ

肥t刮in呂刮p且副彗en；巳＝but互呂m纈uxili肌y　of　p祀dio固Oon　it　h且；be〔ome　indefinite且呂to　time＝畠舵

b閉nch皿，且ndB．］
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~ t~~. C~s ~ . tl~}c owe a)~i~~~~t:~ ~ ~c. ~~~ought i~ o~' q)~~:~~lf~~~2~)O f*"* L~* 

~f"~~tc~:~);~~~~~~ LICa)~1i~q),~~*~c. '*~*in^*y .f p*.di*ation' r~'~x!~i~~a)~tJ~l~~J ~ L~~~~~ 

~]~c~~ LCl~~F~~tct~~･ t~. ~7~'~L~i~~. ~~~)~l~~,~~~~~~](~)~!~~~nl ~ B ~:~~~..=_.~j.~~~~v*~. 

ought~~o~' r~:f~~*~,~:~J ~)~:~~~~ L~C~Jv*~tLCv>~~lJ~:. r?~ ~~~~~}~~ ~) r~~ 

r*1~t~:~ f~~v>~:~(1)**~J (18 ~: 23 - 35 ~~;, ~･~ Av~)~1~lJ~). @~~~~t._=~ ~ Ic~~{:'fT~Z~~ 

i~~~ Lv*~l~~~~a) o~ed tCi~f*!~~ ~ ~:~ ~ ~LCv* f*'* ~~J~ ~ a)~i~~t~~~~;j~~~~~~~}~ *~ght a)~f ~v>~!J 

~l~~~ ~C~);A~~}:r~~~~~~}~. ~~~i~~1t ;~~~iE~1~ ~~;~ ~~:t~i;~~L~~~~;b･~v ;~. Cq) 

~: ~ ~c~J~~~~ ~ LC el) .*ght a)~E~~i~. ~~~~~~1q) Br""'h ~l A* auxiliary of pr'di**ti.~. ~)~i~~; 5 

a)~~~~]~ UIC. ~t*-b. ~f'+~~a))- h ~ LC~~~t~~~i~~~~~. ~a)~:~~~~~1~. ~ ~~Ci~~ 

~I~~ ~ f~~.~ )~ ~! :;;~~~~~~b ~~Cv*1~~~~~~~~v*. '~tLl~l~ OED a)~~~4~~F~f~;S l;~ UIC;~ ~ ~ . 

m As auxiliary of predication 

5. The generai verb to expres~ duty or obligation of any kind: strictly used of moral bbligation, but 

also with various weaker sbades of meaning. expressing what is befitting, proper. correct. 

advisable, or naturally expected. Only in pa. tense (ind. or subJ~, which may be either past or 

present in meanin~ (The only current use in ~tandard Eng.) 

The subject is properly the person (or thing) bound by Lhe obligation, which latter is expressed by 

a following infinitive (with, formerly also without. to), sometimes omitted by ellipsis. Followed by 

a passive infinitive, it expresses obligation on the part of some undefined or unexpressed agent, 

the subJecl in this case being the person, etc. to whom the obligation is due (e.g. p~r~ntsought to 

be honoured = it is a duty to honour parents) 

a. In past sens~: = owed it to duty: was (were) bound or under obligation (to do something) 

Usually, now only, in dependent clause, corresponding to a preceding past t~nse in principal 

clause: he s~fd you ought = he said it was your dutyl (Cf. c bclow.) 

b. In present sense: = am (is, are) bound or under obligation; you ought to do it = it is your duty to 

do it; ft ought to be done = it is right that it should be done, it is ~ duty (or some one's duty) to do it 

(The most frequjent use throughout. Formerly expressed by the pres, t., OWE v, 5~ 

This appears to be ori~ the pa. subJ･ (which in ME, and modEn~ has the same form as the indic.) 

used firsl in hypothetical or general cases; e~1, Ought one to tell the truth unde.r all circumstances? 

-i o-
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Ifit呂h。・1d閉i・・h・。・Ohl・。tt岬・H・。刮・m岬tr虹h・ψttΨ的一m。・mw．．．．

まず最初に・一般に義務を表す助動詞として確立している現行のough［の意味と用法が述べら

れる。この動詞は厳密には遣徳的義務について用いるが、もっと意味の弱い適切、正しさ、

勧告、当然などの意味も表す。過去形のみをこれに用いるが、意味は現在でも遇去でもよい。

　主語は人セ・能動態の場合は義務に縛られる人、義務をなすべき人であり、．受動態の珪合

は義務を人から果たされる人である。例え．ばp且rent畠ou筥ht　to　bE　hon㎝red（三it　i昌乱d山ヅo　honour

p酊已nt』〕「親は敬われるべきである　（三親を敬うのは義務である）」。

　固．．過去の意味の場合は、今では従属節に用いられるときで、主節の過去動詞と時制の一致

をみたとみなせる場合である。例えば、h日蛆idyou㎝ght’（三he呂且id　it　w刮；yourdW〕「君（たち〕

は（そラ）すべきである・それは君（たち〕の義務である」。

　．h現在の意味での用例は、you　ought　l』do　it（・it　i昌your　duty　to　do　h），it　ought［o　b巴d㎝巴（・肚i宮・

rig肚th且t　it；hou／dbe　d㎝e，it　i彗且duly（or；ome㎝e’昌duty）to　do　it）だが、この用法の起源は、Ifit

彗hou1d　r且in，h己㎝ghtnot　logo．1fh巳c刮mot　go　to－d刮y，heo皿ghttogo　to－mormw．のように条件文の帰

結に仮定’法として用いられたことからであろう。

　以上が引用した0Eりの記事の大意である。ここでは明確には書かれてはいないが、ouOht

は意味的には前に述べたように・「負債を負う」から「負った負債を返すのが義務である」を

経て「…　するのダ義務であ・る」に発展したと．思われ乱また過去形が助動詞になるについ

’ては・0EDが上で述べているように・条件文の帰結で仮定法過去が用いられたことに由来す

るのは間違いないだろう。なお過去の意味で用いられる現用ρ完了不定詞を伴ったouOht　to

h且vE㎞own「知っているべきであった」の用法は1551年に始まる　（0Epought，甘5．o．〕。

　ここには引用しなかったが、　この助動詞用法の0EDの用例を克ると、MEの初期、’1200

年ころに書かれたof㎜H他柵という作品を初出として、その後、間断なく用いられている。

○直DにはAVから用例は採られていないがr　AVでも当然用いられており、先に3め『アタ’

イ福音青」におけるo．ghtの用例で確認したように、⑤、⑥がこれに該当する。

6．形容詞のo㎜と派生動詞のown

　前に動詞ow巳の‘h目b壱rE．め意味は廃義になったことを述べたが、この所有の意味は姿を
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~~~･.-';~IC~~J l)~~> b ~~;~~IJq)~~t:~1 ~ ~}~~~~~;~:. ~~)~;~~ '~ *~* q)~{~~~~~~~>~ ~ ~ t:~~.~~~~~~ 

~ ow~ ~~t~~>~~;~B ~~~~:~l~~.~~ a)~ ~~~~~~. ~~OEDq) ~~~, * a).~;j~~~{I~*~~~C 

v> < ~ 

[OE. a~~~n, ~~en = OFris. e"gen, elgen, ein, ain, OS. e"gan (MLG. ~gen, MDu. e^ghin, eiqhe!7, Du 

eigen), OHG. elgan (MHG. Ger, eigen), ON, elglnn (Sw., Da. egen): adJ. use of ~5en (a~5e!7), Goth 

algan: - OTeut' *aigano~ ~jaiqlno~ pa. pple, of algan to possess, OE. ~~an. OWE v. The primary 

sense was thus 'possessed, owned': cf. (}oth. algl!7 n. 'propertyl The Early ME. a^~en, besldes 

yielding the north. awen, awn, midl. and south. owen, ow,7, was shortened al200 (chiefly in the 

south) to ~~e. 65e (parallel to the southern pa. pples, in which i!7 was dropped), giving later awe, 

owe, which last survived to the 16th c, Inflected forms both of. th~ full and apocopate types, repr 

OE, ~~nes, ~~enr~ ~~num. a~en!'e, were used in early ME* and owne a~ definite form still in 

Chaucer: owne as a traditional spelling came down to early 17th c. The erroneous divlsion of min 

own as my nown led also to his nown, her no~vn, still occasional in dialect use, esp. in north. form 

nain, etc] 

OE ~gen l~~~~)if)V~ '/. ~J~~~*~~L ~ ~~;1~ LC~~~a)~~P{{~1~~tl~ }C owe ~l~~~);~:~}~~~~~~> ~~~ 

~L1~* Lt,_-~~~~~J~ LC~~~~ L. 'poss~s~ed, owned' ~):~:,~;.~~~~~~OICV*;~:. OE ~gen i~ME~~~~~r 

awen rp~~ ~~~~~)~ wen (Chaucer owne) ~:~CModE own } ~;~;~)* ~1i~I~~~~l~>~~~{: 

f~~~~~~) ~ ~ ~C)~~~,4~~~;~~a)F~f;~~~~~t4~v*. his, her, its> their own a) ~ ~ ~C~JV>j::. ~~IC own, 

[OE. ~~nian, f. ~5en OWN a.: so OHG. elglne!7 (MHG. elg~nen. Ger. eignen). MT)u, eechenen. ON 

eigna (Sw. egna. Da: egne), 

Used in OE. and early ME. in senses I and 2: but after this scarcely found till the 17th c. The 

derivatives owner and owning are however fcund in the interim in sense 2 It seems as if th~ verb 

itself went out of use before 1300, bul was restored from the derivative owner, when owe in its 

original sense of 'possess was becoming obsolesc~nt. Senses 3-6 ~r~ all of the later date] 
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動詞ow刊の語源欄を見ると、OEですでに形容詞亘genから派生した動詞亘目nj且nとして存在し、

ME初期まで1‘m註k巴く且thin目）one！s　own’と2’h且vH呂on已is且own’の意味で用いられ、I300年

以前にいったん姿を消したかに見えたが・派生語のOWn已丁「所有者」から、OWeの「所有する」

の原義が廃義になりかかると、この意味を担って復活したことが分かる。しかしAVにはこ

の動詞は皆無であり、先に第2節oweの用例で見たように、まだoweが用いられていて、現

行流布版ではownに置き換えられている。AVではすぺてminEハi；ハheirノ．．．ownを伴う形

容詞のow。／owη巳でありAV全体で5亨5例ある。他方ow。。。く昌）はル。d”、では10例と多用さ」

れ・全体でも18例あ糺0后刀の記述ではownは1300年前から「廃語状態になっていた」が、

（Sh芭ke叩e肌eでは復活し’ているのに対し、）AVではまだ廃語状態であることが調査から証明

されたことになる。

7一‘帥yihing’に相当するoughi

　最後にわき道にそれるが動詞oughtと同音同綴り異義語であるので無視で・きない、AVに頻

出する名詞・代名詞のouOhtについて’触れてみよう。すでに『マタイ福音書』にはこのought

が2例（①、④）あるのを見た・（第3飾参照）。今度は『出エジプト…已」をサンプルに見てみ

よう・すべてのought（3種を含む可能性がある）の例を集めると白例あり、順に見ていくと、

’①E柵d5：8yo。。h且11notdimi．i．ho幼〔h。。。of「（文語訳）汝らそれ（瓦の数〕を減らす

なかれ」（三you昌h且11mt　dimini；h且皿y　of　it、〕

②5：工1ye士notou目htofyourwork巳昌h且11bediminished「（文語訳）汝らの働きは少しも減

らさざるべし」（三y㎝呈h刮11noldimini呂h岬1hingofy㎝rwork、〕

③．5：19Y・巴・h且Hmlmi・i呂ho・ψf・omyourb・1・k・・ofyou．d刮ylyt目。k。．「（文語訳）嫁らそ

の日々に作る瓦を減らすべか．らず」（・You昌h日11mtmin1冒h且nyfromy㎝rbrick；ofyourd日ily

t冊k．）

④ユ21461hou．h刮1tnotc町i．foorthoughtofthei齪り刮bmad「（文語訳）汝その肉を少しも

，13一
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~~~)~~~~~i~~) v*(~;~ t~~ ~>~~J (= Thou shalt not carry forth anything of the meat outside) 

@ 22:14 if a man borrowe ought of his neighbour, rA~~~~)~~* ~~~~: ~,{~~d: ~ ~) ;fj~~ ~ i~J (= if 

a man should borrow any (animaD from his nelghbouF) 

(~) 29:34 if ought of the flesh of the consecrations, cr of the bread remaine vnto the moming, 

r~ ~~~~~a)~~~f~~(~)F~l~･)~)/~~~~;~1~~~~~1) t*-f~~ ~ I~~.J (= if any of the f~esh for the 

consecrations. or of the bread should remain urltil the moming,) 

~~J~a) 6~JICi~~J~1 ･ ~~~1~]~ ought ~)~~~*b'l~~ 2~)O t*･;biff**~~. ~;r~~*i~ 6~~~~~~~ 'anythlng' 

~).=*~L*.P~~a)~1~~l~~)O t*-. ~~!~f~~~;~~mi~~ AV ~ ~~ ~~ < aught ~I~t~~ < ought ~:~1v>~CV*~~ ~).i~. 

'~T iC~~;~ ~ ~ }C Shakespeare. Milton. Pope }C ~ ~1lr* b tL~v* ~; ~~ ~ ~> ~ . ~~Lt~~'~~.~. u) ~~~~~i~ 

~~~t*･~)~~~~,;~~ . L~>LOEDI~~a)~~~:~l~~} I~aught ~~~i~ t~~ < C}~t~~~f~~ly ~ 

[f. OE. d, ~, ever + wiht creature, being, wight, whit, thing: 1lt. 'eer a whit,' 'anything whatev~r; 

cogn, wiLh OFris. ~wet, Let, OS. ~owlhi, OHG. ~owlht, iowlht, fawlht, iewiht. MH(}. iehl, Ihr, 

iewet, iwet, fet, fut, Du. iet in iets. Already in OE. the full a-wlht was phonetically contracted 

through several ~tages to ~ht, whence regularly ME oht. oght, mod. ought, the usual form in Eng 

wrilers from 1 300 to 1 550 But there must also have been a form awhr, ahr, with the ori~~ Iong ~ 

shortened before the two consonants, whence legularly (as in caught, taught, etc~ ME. aht, aght, 

mod, aught, the spelling now preferred as distinguishing this word frOm o~lght vb, In Shakes* 

Milton, Pope, oughr and aught occur indiscriminatelyl The EE. eawlht, ewt seem to point to an 

OE. a~wl~t with umlaut~ 

q) ought I~;~;~2~i**~ OE, ~, ~, (~'ever') + Iviht (='thing')~*b7~~ ~ . ~-wlhl ~ I ~i~ f~~(:'1C 

anythmg whatever ~: E~~~~~~~~~~ ~i~~ ~ (~]1/?;/~~~~~~~~ LC ~~ < ~~;~tL~,. ~~ OE 

~-wiht l~ ~ht ~~~i~~1~tL. ME 5ht, ~ght ~~,'T'~~~ICModE oL,qht t~~~;~~L. r~i~~~:1~~_.1)f*=J ~)~)V* 

l~~~~1 ~q) r ･ ･ ･ t~~~1~~~]~,J ought ~~~j~~]~~~~~~:~~ (homonym) iCt~~Ot*~* ~:a)~i~* 

-i4-



新潟国際情報大学情報文化学部紀要

は1300－1550年によく用いられたが、これには2重子音の前で長母音が短音化した異形の

宣whl，刮htもあったに違いなく、これから初期近代英語の刮ugh正が発達した。両者はしばらくラ

イヴァル関係にあったと思われるが・先の「負債を負った」あるいは助動詞の「一一・すべき

である」oughtと区別するために’an州ing’の意味の時にはムuOht（発音はどちらも［olt1〕を

用いるようになった。

　以上が語源欄の大意である。mghtを用いるようになったのは動詞・助動詞のouOhtと区別

するためであり、．やがて且ught形が㎝目h形に取って代わることになったことから、0EDは’

mghtを主見出しにすることになった。またその語源欄では両語形についてSh呂ke呂pem，

立ilt㎝．Popeでは区別なく用いられていると記述しているが、AVについては言及がない。AV

では刮ugh1形は皆無でouOh形のみであるとのコメントがほしかった。AVのoughtには動詞・

助動詞用法のほかに纈ugh正に相当するものも多い≒とを知らないと読解に困難をきたすことが

あるからである。

8．結語

　欽定英訳聖書（16ユ1年・AV）を読むと、動謁ow巴，ought，own’が出てくるが、それぞれ現

代英語の「借金などを負う」、「…　すべきである」、「所宥する」の意味で解釈できるのだろ

うか。最初の2語はできる場合とできない場合がある。その理由はoughtは元来oweの過去

形であり・owe峠「所有する」が原義であり・両語ともAVではまだその原義でも用いられ

ていたからである・しかし㎝g肚は後に「…　が義務である、…　すべきである」の助動詞に・

発達したが・この用法もAVに見られれ動詞のownはゲルマン基語で「所有する」の原義

をもつOW巴の過去分詞からできた形容詞OWnから派生したものである。Oughlが助動詞化Lた

後は・その代替えにoweから新たに規則動詞変化のowedが生じた。第1節では本論の前置き

として…の。…甘の語源欄を参考に“邑輔い・・の同族・動詞の関係と意味・用畔’

概観した。

　第2節では・動詞oweについてAVの全8例を調べ、誤読する恐れのある今は廃義の「所

有する」の意味の場合が2例・「負債を負う」の意味の場合が6例であることを確認した。

　第3節では、複雑な3種のouOhtについてのケース・スタデイーとして『マタイ揮音書」の

用例を調ぺ・「負債を負った」が2例（現行流布版ではow己dに置稜）あり、「…　すべきで

一15一



ある」の助動詞の例が2例、語源的にはこれらのoughtとまっ’たく関係ないが同音同綴りとな

って‘刮皿ything’の意味で用いられ、現代英語の旦ughtに相当するものが2例あった。AVが

‘帥ythin〇一の意味で且ughtでなく古形のoughtを使用していることを知らないと解釈に不備が

生じ．ることを確認した。

　第4節では・「負債を負う」のoweの歴史を0垣ηow筍．甘の語義欄一用例欄1・とoughし叱の

語義欄・用例欄n。†2。刮牟参考にたどった。初出例のOEの『リンデイスファーン福音書』

ではaHhte（・‘thouowe雪t’）や刮htetoO巴1d刮㎜巴（・’h且d　top且y’）であった個所が、同時代の

他の福音書では己u菖㏄纈1t（・‘thou　owe冨ゴ〕や；㎝ld巴，昌o已old（・’owEd’〕と呂h刮1／，呂h㎝1dが「負

債を負う」の本動詞として用いられていたことがわかった。しかしoweも2世紀以上もの空

自期間の後、1175年までには「負債を負う」とそれから派生した「…　を義務とする」の両

義で彗h且1／にとって代わることを見た。

　第5節では、助動詞としてのough［の発達を検証しれ本来「負債を負う」・「・…　が義務

である」のoweの過去形であったが、この用法の起源は、1fit；hou1d閉in，heought　not　to　go一の

ような条件支で仮定法遇去として用いられたのを起源として、「…　すべきである」の助動

詞となりOWeから分離独立した。OWe’は規則動詞に生まれ変わり、新語形OWedを導入し

oughtの欠を補った。

　第台節では形容詞、動詞のOWnについて考察し、「・一が所有している」、「…　自身の」

の意味の形容詞が本来で・それから新たに動詞ownがすでにOEで派生したことを見た・こ

れは1300隼以前にいったん姿を消した後に復活したが、AVではわずか2例しかなく、多用

されているSh且ke呂pE肌巴と異なり、AVではまだ復活したとはいえないことを示した。

　第7節では、owe，ou筥hl，o．w刊とは語源的関係けないが、先のoughtとhom㎝ym「同音・同綴

り語」であるので無視できない’m汕i皿g’の意のoughtを論じた。第3節で見たように『マ

タイ福音書」では㎝Ohlの6例中、この’mylhinO’の用例は2例あったが、『出エジプト記」

では’6例すべてがこの用例であったことを確認した。

9．注

ユ．ここで用いた0EDは第全版のCD－ROM版であるが、1928年，」1933年の初版と内容は変

　わらなレ㌔第3版に向けてMから始まった改訂原稿が現在Onlineで配信’されているが、本
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　論で取り上げたOu畠hl，’OW邑OWnにはまだ達していない。今後かなり早い時期にこれらの語

　の新原稿にアクセスできる日がくると思うが・それによって本論の主要部分が変更を迫ら

　れることは予想されない。

2．日本語訳には主に最も流希しそいる『新共同訳』を用い、『文語訳』もAVの意味をより正

　確にf季えている．と思われる場合に数ヶ所で用いえ。どちらの日本語訳ともAVの例文と合

　わせるためr部変更した部分があることをお断りしおく。．『文語訳』には聖書の意味を正

　確な力強い日李語に置き換えようというパイオニアの情熱が感じられる名訳であるが、い

　かんせん言葉がところどころ古すぎる。

3、こg種の現代英語訳の添付は筆者による。
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